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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技盤に演出役物を備えた遊技機であって、
　前記演出役物は、
　軸回りに回転する回転軸と、
　前記回転軸に取り付けられ前記回転軸とともに前記回転軸の軸回りに回転する支持部材
と、
　前記支持部材に取付軸を介して回転可能に支持され、表面部及び裏面部にそれぞれ異な
る演出表示が形成され、前記回転軸の軸回りの回転と連動して回転するとともに前記回転
軸の軸回りの回転とは独立して前記取付軸の軸回りに回転可能な複数の演出表示部と、
　前記回転軸の軸回りの回転とともに回転する前記演出表示部を前記取付軸の軸回りに回
転させて前記演出表示部を反転させる演出反転部と、
　を有することを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記演出反転部は、前記演出表示部が前記回転軸の軸回りに回転しているときに、前記
演出表示部の回転方向前側に位置する前端部を前記支持部材の径方向外側に導くとともに
前記演出表示部の回転方向前側と反対側に位置する後端部を前記支持部材の径方向内側に
導く回転軌道変更部であることを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【請求項３】
　前記支持部材は、前記演出表示部が反転するときに、前記演出表示部を案内して所定の
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反転軌跡を描かせる反転案内部を有することを特徴とする請求項１又は２に記載の遊技機
。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ機などの遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、演出図柄を表示する演出図柄表示装置とは別に、演出図柄表示装置の演出図
柄の表示制御とともに遊技演出を高める演出役物が設けられている遊技機が存在する。こ
の演出役物の一例として、例えば、下記の特許文献１の特許公開公報には、回転体の曲面
部外面にそれぞれ異なる図柄のキャラクタを形成し、大当りの信頼度が最高となるときに
第１のキャラクタを前面に向けて停止させ、大当りの信頼度が最低となるときに第２のキ
ャラクタを前面に向けて停止させる構成が記載されている。このように、遊技状態や大当
りの当選確率などの遊技環境に応じて、異なるキャラクタを前面に出すことにより、遊技
に対する期待や集中力を助長させ、遊技性を高めている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２５３６７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記従来技術の遊技機は、遊技状態や大当りの当選確率などの遊技環境に応
じて、異なるキャラクタを前面に出す構成としているが、形成できるキャラクタの種類や
個数にも限界がある。すなわち、演出役物が回転可能な構成である場合、形成できる異な
るキャラクタの個数は、せいぜい２種類か３種類が限度である。これ以上のキャラクタを
形成しようとする場合、演出役物を大型化して表面積を大きくしたり、演出役物の構成を
複雑にしたりして演出役物のいろいろな表面を前面側に位置させる必要がある。しかしな
がら、演出役物の設置スペースが限られているため、そのような大型かつ複雑な構成の演
出役物を設置することは不可能である。
【０００５】
　上記した事情もあり、演出役物を大型かつ複雑な構成にできないわけであるが、従来技
術の演出役物では、視認可能なキャラクタの個数が少なく、遊技者もすぐに飽きてしまう
ため、遊技が単調になる。このため、演出役物の構成をいかに工夫して、限られたスペー
スで遊技の演出を助長し、遊技性を高めることができるかが大きな問題となる。
【０００６】
　そこで、本発明は、演出役物が限られたスペースに設置された場合でも、遊技の演出能
力を高め、遊技性を向上することができる遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１発明は、遊技盤に演出役物を備えた遊技機であって、前記演出役物は、軸回りに回
転する回転軸と、前記回転軸に取り付けられ前記回転軸とともに前記回転軸の軸回りに回
転する支持部材と、前記支持部材に取付軸を介して回転可能に支持され、表面部及び裏面
部にそれぞれ異なる演出表示が形成され、前記回転軸の軸回りの回転と連動して回転する
とともに前記回転軸の軸回りの回転とは独立して前記取付軸の軸回りに回転可能な複数の
演出表示部と、前記回転軸の軸回りの回転とともに回転する前記演出表示部を前記取付軸
の軸回りに回転させて前記演出表示部を反転させる演出反転部と、を有することを特徴と
する。
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【０００８】
　第１発明によれば、演出表示部が回転軸の軸回りに回転するとともに、演出反転部によ
り演出表示部が取付軸の軸回りに回転させられて反転する。この演出表示部の表面部及び
裏面部には、それぞれ異なる演出表示が形成されているため、遊技者は、演出表示部の表
面部及び裏面部に形成された演出表示を視認することができる。このように、１つの演出
表示部の表面部と裏面部にそれぞれ異なる演出表示を形成して、演出表示部が反転する構
成にすることで、１つの演出表示部に対して２種類の演出表示が可能になる。また、この
ような構成の演出表示部を複数設けることにより、複数の演出表示を実現することができ
る。この結果、演出役物の構成を複雑化したり、大型化したりすることなく、１つの演出
役物で演出効果を高めることができる。
【０００９】
　第２発明は、第１発明において、前記演出反転部は、前記演出表示部が前記回転軸の軸
回りに回転しているときに、前記演出表示部の回転方向前側に位置する前端部を前記支持
部材の径方向外側に導くとともに前記演出表示部の回転方向前側と反対側に位置する後端
部を前記支持部材の径方向内側に導く回転軌道変更部であることを特徴とする。
【００１０】
　第２発明によれば、演出表示部が回転軸の軸回りに回転しているときに、演出表示部の
回転方向前側に位置する前端部が回転軌道変更部により支持部材の径方向外側に導かれる
とともに、演出表示部の回転方向前側と反対側に位置する後端部が回転軌道変更部により
支持部材の径方向内側に導かれる。これにより、回転軸の軸回りを回転している演出表示
部を容易に軸回転することができる。この結果、回転軸の軸回りを回転している演出表示
部に反転動作のきっかけを与えることができ、回転軸の軸回りを回転移動している演出表
示部の回転移動と反転動作とを同時に実行することができる。
【００１１】
　第３発明は、第１発明又は第２発明において、前記支持部材は、前記演出表示部が反転
するときに、前記演出表示部を案内して所定の反転軌跡を描かせる反転案内部を有するこ
とを特徴とする。
【００１２】
　第３発明によれば、演出表示部が反転するときに、演出表示部が所定の反転軌跡を描く
ように反転案内部で案内される。これにより、演出表示部の反転動作を円滑かつ確実に実
現することができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、演出役物が限られたスペースに設置された場合でも、遊技の演出能力
を高め、遊技性を向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１実施形態に係る遊技機の正面図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る遊技機の遊技盤の正面図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係る遊技機の電子制御装置の一部の構成を示すブロック
図である。
【図４】本発明の第１実施形態に係る遊技機の電子制御装置を構成するサブ制御基板及び
これに接続した各基板を説明するための説明図である。
【図５】本発明の第１実施形態に係る遊技機に用いられる演出部材の側面図である。
【図６】本発明の第１実施形態に係る遊技機に用いられる演出部材の演出カード部材が回
転移動経路を移動するときの斜視図である。
【図７】本発明の第１実施形態に係る遊技機に用いられる演出部材の演出カード部材が回
転移動経路から退避経路に進入するときの斜視図である。
【図８】本発明の第１実施形態に係る遊技機に用いられる演出部材の演出カード部材が反
転動作しているときの斜視図である。
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【図９】本発明の第１実施形態に係る遊技機に用いられる演出部材の演出カード部材の反
転動作が完了するときの斜視図である。
【図１０】本発明の第１実施形態に係る遊技機に用いられる演出部材の演出カード部材の
ガイド軸及び下側軸部と下側円板部材との位置関係を示した説明図である。
【図１１】本発明の第１実施形態に係る遊技機に用いられる演出部材の演出カード部材の
ガイド軸及び下側軸部と下側円板部材との位置関係を示した斜視図である。
【図１２】本発明の第１実施形態に係る遊技機に用いられる演出部材の演出カード部材の
上側軸部と下側円板部材との構成を示した斜視図である。
【図１３】本発明の第１実施形態に係る遊技機に用いられる演出部材の演出カード部材が
回転移動経路上に位置した状態（反転動作する前の状態）を示した模式図である。
【図１４】本発明の第１実施形態に係る遊技機に用いられる演出部材の演出カード部材が
退避経路とガイド溝に進入した状態（９０度回転した状態）を示した模式図である。
【図１５】本発明の第１実施形態に係る遊技機に用いられる演出部材の演出カード部材が
回転移動経路上に位置した状態（反転動作した後の状態）を示した模式図である。
【図１６】本発明の第２実施形態に係る遊技機の電子制御装置を構成するサブ制御基板及
びこれに接続した各基板を説明するための説明図である。
【図１７】本発明の第２実施形態に係る遊技機の退避経路誘導部材が退避経路区画部材の
退避部側に移動する前と後の状態を示した模式図である。
【図１８】本発明の第２実施形態に係る遊技機の退避経路誘導部材が退避経路区画部材の
退避部側に移動した状態で、演出部材の演出カード部材が回転移動経路上に位置した状態
を示した模式図である。
【図１９】図１８の状態から所定の回転角度だけ演出部材の演出カード部材が回転した状
態を示した模式図である。
【図２０】図１９の状態から所定の回転角度だけ演出部材の演出カード部材が回転した状
態を示した模式図である。
【図２１】本発明の第２実施形態に係る遊技機の退避経路誘導部材が回転移動経路上に位
置した状態で、演出部材の演出カード部材が回転移動経路上に位置した状態（反転動作す
る前の状態）を示した模式図である。
【図２２】本発明の第２実施形態に係る遊技機の退避経路誘導部材が回転移動経路上に位
置した状態で、演出部材の演出カード部材が退避経路及びガイド溝に進入した状態（反転
動作しているときの状態）を示した模式図である。
【図２３】本発明の第２実施形態に係る遊技機の退避経路誘導部材が回転移動経路上に位
置した状態で、演出部材の演出カード部材の反転動作が完了したときの状態を示した模式
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の第１実施形態に係る遊技機について説明する。なお、遊技機として、パチンコ
機を一例に挙げて以下説明する。
【００１６】
　図１に示すように、第１実施形態に係るパチンコ機（遊技機）１０の前面部には、主と
して、外枠１２と、内枠１４と、前面枠１６と、上皿部１８と、下皿部２０と、施錠装置
２２と、発射ハンドル２４などが設けられている。
【００１７】
　外枠１２は、木製の板状体を略長方形の額縁状に組立て固着したものである。内枠１４
は、全体がプラスチック製で、外枠１２に対して開閉可能に軸支されている。また、内枠
１４の右端中央からやや下方には、施錠装置２２が設けられている。
【００１８】
　前面枠１６は、本発明の前面扉の一具体例を示すもので、パチンコ機１０の前面部全体
の約２／３のサイズを占め、内枠１４の左端に開閉可能となるように軸支されている。ま
た、前面枠１６は、全体がプラスチック製であり、遊技盤２６（図２参照）を前方から視
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認するべく、遊技盤２６に形成された遊技領域２８（図２参照）の形状に対応して略円形
に形成された開口部３０を有している。また、前面枠１６の裏面には、ガラス板３２がガ
ラス枠（図示省略）によって取り付けられている。そして、遊技者を基準とすれば、遊技
盤２６に形成された遊技領域２８はガラス板３２の後方に位置するようになっている。
【００１９】
　前面枠１６の下方側には、上皿部１８が設けられている。この上皿部１８には、演出ボ
タン４０と、球貸操作部１５５と、がそれぞれ設けられている。
【００２０】
　上皿部１８の下方側には、下皿部２０が設けられている。また、下皿部２０の右下方側
には、遊技球を発射させるための発射ハンドル２４が設けられている。この発射ハンドル
２４には、発射レバー４４と、発射停止ボタン４６がそれぞれ設けられている。
【００２１】
　下皿部２０の左右下方側には、所定の効果音を出力するための各サブスピーカ４８がそ
れぞれ設けられている。
【００２２】
　内枠１４には、遊技領域２８の形状に合致した開口部（図示省略）が形成されている。
この内枠１４の内側面には、遊技盤２６が取り付けられる。これにより、遊技者は、遊技
盤２６の遊技領域２８を内枠１４の開口部及び前面枠１６の開口部３０を通して視認する
ことができる。
【００２３】
　パチンコ機１０の正面左側には、球貸装置１５４が設けられている。本実施形態では、
球貸装置１５４として、ＣＲユニットが適用されている。この球貸装置１５４には、プリ
ペイドカードを挿入するカード挿入口１５７が形成されている。なお、球貸装置１５４と
して、現金ユニットを設けた構成でもよい。この現金ユニットには、カード挿入口１５７
に替えて、現金を入れるための現金投入口（図示省略）が形成されている。
【００２４】
　球貸操作部１５５には、球貸しを要求するための球貸スイッチ（貸出操作手段）１５６
、カード挿入口１５７に挿入されたプリペイドカードの返却を要求するための返却スイッ
チ１５８と、がそれぞれ設けられている。
【００２５】
　例えば、球貸装置１５４のカード挿入口１５７にプリペイドカードを挿入すると、プリ
ペイドカードの記憶情報が球貸装置１５４内部のカードリードライタにより読み取られる
。プリペイドカードの残り度数が「０」である場合には、カード挿入口１５７から自動的
にプリペイドカードが返却される。一方、プリペイドカードの残り度数が「０」でない場
合には、球貸スイッチ１５６を押圧操作すると、カードリードライタによりプリペイドカ
ードの残り度数が減算されてプリペイドカードの記憶情報が書き換えられると共に、その
減算された度数（貸出金額）に対応する個数が引かれて、遊技球（貸球）が払出装置１６
１（図３参照）から上皿部１８に案内される。このとき、例えば、プリペイドカードの残
り度数が減算されて「０」となった場合には、カード挿入口１５７から自動的にプリペイ
ドカードが返却される。
【００２６】
　なお、球貸装置１５４として現金ユニットを用いる構成では、球貸装置の現金投入口に
現金を投入すると、現金が球貸装置内部のキャッシュカウンタによりカウントされる。投
入金額が所定の額に到達した後、球貸スイッチを押圧操作すると、キャッシュカウンタに
より投入金額が減額されていくとともに、その減額された金額（貸出金額）に対応する個
数が引かれて、遊技球（貸球）が払出装置１６１（図３参照）から上皿部１８に案内され
る。
【００２７】
　次に、遊技盤２６の表面構造について説明する。
【００２８】
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　図２に示すように、遊技盤２６は、内枠１４に保持されるとともに、裏機構盤によりそ
の背面側が覆われている。遊技盤２６には、遊技盤２６の表面に設けられた外レール５０
と内レール５２とにより略円形状の遊技領域２８が形成されている。遊技領域２８の内部
には、主として、始動口５６Ｂと、センター役物６４と、ワープ入球口５８と、多数の障
害釘６０等と、がそれぞれ配設されている。
【００２９】
　センター役物６４は、遊技領域２８の略中央部に配置されており、主として、演出図柄
表示装置（図柄表示装置）６２と、演出役物２００と、ランプ類６６と、を備えている。
【００３０】
　演出図柄表示装置６２は、主制御基板１０２（図３参照）やサブ制御基板１０６（図３
参照）からの制御信号に基づいて表示制御されており、略長方形状の表示面（表示領域）
６２Ａを有している。この表示面６２Ａ上には、特別図柄の演出図柄が表示される。具体
的には、演出図柄表示装置６２の表示面６２Ａ上には、１又は複数の演出図柄を所定の方
向に次々と変動させながら表示した後、停止表示する演出図柄表示領域が形成されている
。すなわち、左演出図柄を表示する左演出図柄表示領域、中央演出図柄を表示する中央演
出図柄表示領域、及び右演出図柄を表示する右演出図柄表示領域が、略横一列となる配置
方向に沿って並んで形成されている（それぞれ図示省略）。各演出図柄表示領域は、これ
らの表示領域の配置方向と略直交する方向（上下方向）に図柄変動方向が設定されており
、その方向に複数の演出図柄が順次表示されていく。
【００３１】
　演出図柄表示装置６２は、遊技球が始動口５６Ｂに入球することにより、その表示面の
表示領域に表示される各演出図柄をそれぞれ変動させて停止表示させるものである。そし
て、例えば、演出図柄が「７、７、７」の３桁同一図柄で揃って停止表示（確定表示）す
ると、変動入賞装置８０に配設された大入賞装置８４の大入賞口８６が開放される。本実
施形態のパチンコ機１０では始動口５６Ｂに遊技球が入球すると、各演出図柄がそれぞれ
変動され、演出図柄が３桁同一図柄で揃うことにより、「大当り」という特定価値を付与
するものである。
【００３２】
　ここで、本実施形態のパチンコ機１０では、例えば、大当りとして２種類のものが予め
設定されている。具体的には、「７、７、７」などの同一の奇数数字の演出図柄が３桁揃
うことにより成立する確変大当りがある。また、「８、８、８」などの同一の偶数数字の
演出図柄が３桁揃うことにより成立する通常大当りがある。
【００３３】
　確変大当り及び通常大当りは、比較的多くのラウンド数（例えば、１５ラウンド）を有
し、大入賞口８６の開放時間が約２６秒間である大当りである。このため、賞球数が比較
的多くなる。なお、各大当りでは、大入賞口８６に所定数（例えば、１０個）の遊技球が
入球するか、あるいは所定数（例えば、１０個）の遊技球が入球しなくても所定時間（例
えば、２６秒間）が経過したときに大入賞口８６が閉じられて１ラウンドが終了する。
【００３４】
　確率変動状態は、大当り（確変大当り及び通常大当りの２種類の大当りを意味する）に
移行する確率が予め定められた高確率となる状態である。また、開放時間延長状態は、始
動口５６Ｂの開放時間が通常よりも延長される状態である。例えば、通常の開放時間は、
約０．１秒間であるのに対して、開放時間延長状態では、約４秒間に延長される。なお、
始動口５６Ｂは、普通図柄の抽選に当選することにより開放するもので、普通電動役物と
して機能する。
【００３５】
　確変大当りの後は、大当りに移行する確率が、通常遊技状態と比べ予め定められた高確
率となる、特別図柄の確率変動状態になる。そして、次回大当りが発生するまでの間か、
あるいは規定回数（例えば、１００００回）の特別図柄の変動表示が行われるまでの間、
特別図柄及び普通図柄の変動時間が短縮され、かつ始動口５６Ｂの開放延長機能が作動す



(7) JP 5029848 B2 2012.9.19

10

20

30

40

50

る。また、通常大当りの後は、大当りに移行する確率が通常遊技状態と同一の予め定めら
れた低確率状態となるとともに、規定回数（例えば、１００回）だけ特別図柄及び普通図
柄の変動時間が短縮され、かつ始動口５６Ｂの開放延長機能が作動する時短遊技状態とな
る。
【００３６】
　センター役物６４は、演出図柄表示装置６２の前面周辺部に突設して装着されている。
センター役物６４は、可動する一対の翼片部６４Ａを有している。この翼片部６４Ａの可
動によりワープ入球口５８の開口面積が変化する。
【００３７】
　遊技領域２８の左下方側には、主制御基板１０２からの制御信号に基づいて識別図柄（
特別図柄の識別図柄及び普通図柄の識別図柄を意味する）を表示制御する７セグ表示基板
（図柄表示装置）６８が配置されている。この７セグ表示基板６８は、特別図柄の識別図
柄を表示する７セグメント表示器７０と、４個の普通図柄保留表示ＬＥＤ７２と、４個の
特別図柄保留表示ＬＥＤ７４と、普通図柄の識別図柄を表示する２個の普通図柄表示ＬＥ
Ｄ７６と、を有している。
【００３８】
　ここで、確変大当りした場合では、７セグメント表示器７０には、予め定められた識別
図柄（例えば、奇数の数字からなる確変大当り図柄）が停止表示される。また、通常大当
りした場合では、７セグメント表示器７０には、予め定められた別の識別図柄（例えば、
偶数の数字からなる通常大当り図柄）が停止表示される。
【００３９】
　演出図柄表示装置６２の左側には、普通図柄作動ゲート７８が配置されている。この普
通図柄作動ゲート７８の内部には、ゲートスイッチ１２４（図３参照）が配設されている
。これにより、遊技球が普通図柄作動ゲート７８を通過すると、ゲートスイッチ１２４が
作動して、７セグ表示基板６８の普通図柄表示ＬＥＤ７６が変動表示される。
【００４０】
　各普通図柄保留表示ＬＥＤ７２及び各特別図柄保留表示ＬＥＤ７４は、４個の丸形の赤
色ＬＥＤで構成されており、７セグメント表示器７０の左右両側に近接して配置されてい
る。これは、普通図柄作動ゲート７８を通過した遊技球の数を４個まで普通図柄の保留と
し、通過ごとに順次点灯しシフト表示するものである。また、始動口５６Ｂに入球した遊
技球の数も４個まで特別図柄の保留とし、入球ごとに順次点灯しシフト表示するものであ
る。７セグメント表示器７０の変動表示が開始する度に、未始動回数が消化され、１個の
特別図柄保留表示ＬＥＤ７４は消灯される。また、普通図柄も普通図柄表示ＬＥＤ７６の
変動表示が開始するたびに、未始動回数が消化され、１個の普通図柄保留表示ＬＥＤ７２
が消灯される。そして、７セグメント表示器７０に予め定められた大当り図柄が停止表示
されると大当りが発生し、大入賞口８６が開放状態となる。また、２個の普通図柄表示Ｌ
ＥＤ７６が予め定められた表示態様（当り図柄）で停止表示されると、普通図柄当りが発
生し、始動口５６Ｂが開放状態となる。なお、７セグメント表示器７０にて表示される特
別図柄の識別図柄と、演出図柄表示装置６２にて表示される特別図柄の演出図柄とは、同
一の遊技結果（抽選結果）を示すものである。
【００４１】
　始動口５６Ｂは、演出図柄表示装置６２の下方に離れて配置されているものであり、い
わゆるチューリップ式で一対の翼片部材５６Ａが開閉するように形成されている。その内
部には、遊技球の通過を検知する始動口スイッチ１２０（図３参照）と、翼片部材５６Ａ
を作動させるための始動口ソレノイド１３０（図３参照）と、がそれぞれ備えられている
。この一対の翼片部材５６Ａが左右に開くと始動口５６Ｂの開放面積が大きくなって遊技
球の入球可能性が大きくなる開放状態となり、一対の翼片部材５６Ａが閉じその離間距離
が小さくなると始動口５６Ｂの開放面積が小さくなって遊技球の入球の可能性が小さくな
る通常状態となる。
【００４２】
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　変動入賞装置８０は、始動口５６Ｂの下方に配置されており、大入賞装置８４を備えて
いる。ここで、大入賞装置８４は、略中央に配置されており、帯状に開口された大入賞口
８６と、この大入賞口８６を開放又は閉鎖する開閉板８８と、この開閉板８８を開閉する
ための大入賞口ソレノイド１３２（図３参照）と、入賞球を検知するカウントスイッチ１
２６（図３参照）と、を備えている。
【００４３】
　センター役物６４の左側下方部には、風車６３が配置されている。さらに、遊技領域の
左側下方部及び右側下方部には、一対のサイドランプ９０がそれぞれ配置されている。
【００４４】
　遊技盤２６の下方にはアウト口９２が設けられており、このアウト口９２の下部にはバ
ック球防止部材９４が設けられている。このバック球防止部材９４は、遊技領域２８に到
達せず戻ってきた遊技球が再び発射位置に戻ることを防止している。また、内レール５２
の先端部には、ファール球防止部材９６が取り付けられている。
【００４５】
　次に、演出役物２００の構成について詳細に説明する。
【００４６】
　図５乃至図９に示すように、演出役物２００は、上側ケーシング２０２を備えている。
上側ケーシング２０２は、枠部材、遊技盤あるいはセンター役物などに固定されている。
上側ケーシング２０２の上面には、駆動モータ１７６が取り付けられている。上側ケーシ
ング２０２の中央部には、回転軸２０４が回転可能に支持されている。上記駆動モータ１
７６は、所定の歯車減速機構（図示省略）を介して上記回転軸２０４に機械的に接続され
ており、回転軸２０４の回転駆動を可能にしている。このように、上側ケーシング２０２
は、回転軸２０４の軸受として機能するとともに、駆動モータ１７６の取付台としても機
能している。なお、駆動モータ１７６は、装飾駆動基板１１４により駆動制御される。
【００４７】
　図１２に示すように、上側ケーシング２０２の内部には、上側円板部材（支持部材）２
０６が収容されている。上側円板部材２０６は、回転軸２０４に固定されており、回転軸
２０４の軸回りの回転と共に回転する。また、上側円板部材２０６には、３個の演出カー
ド部材（演出表示部）２０８Ａ、２０８Ｂ、２０８Ｃ（以下、適宜、「２０８Ａ」と表現
する）が軸回転可能に支持されている。すなわち、上側円板部材２０６の円周上の等間隔
（開き角度１２０度）に位置には、演出カード部材２０８Ａの上側軸部２１２（取付軸、
図５参照）を回転可能に支持する孔部２０９が形成されている。このため、図７乃至図９
に示すように、上側円板部材２０６が回転軸２０４と共に回転軸２０４の軸回りに回転す
ると、３個の演出カード部材２０８Ａ、２０８Ｂ、２０８Ｃは、上側円板部材２０６に支
持されているため、上側円板部材２０６の回転と共に回転軸２０４の軸回りに回転する。
また、同時に、３個の演出カード部材２０８Ａ、２０８Ｂ、２０８Ｃは、上側円板部材２
０６の回転とは独立して、自身の上側軸部２１２の軸回りに軸回転することが可能になる
。すなわち、３個の演出カード部材２０８Ａ、２０８Ｂ、２０８Ｃは、上側円板部材２０
６の回転と連動して回転すると共に、上側円板部材２０６の回転とは独立して自身の上側
軸部で軸回転することができる。なお、演出カード部材２０８Ａ、２０８Ｂ、２０８Ｃは
、３個に限られるものではなく、４個以上の複数の演出カード部材が上側円板部材２０６
に支持された構成にしてもよい。
【００４８】
　ここで、各演出カード部材２０８Ａ、２０８Ｂ、２０８Ｃの構成について詳細に説明す
る。３個の演出カード部材２０８Ａ、２０８Ｂ、２０８Ｃのうち、演出カード部材２０８
Ａを例に挙げて説明する。なお、他の演出カード部材２０８Ｂ、２０８Ｃの構成は、上記
演出カード部材２０８Ａの構成と同じ構成であるため、説明を省略する。
【００４９】
　図５乃至図９に示すように、演出カード部材２０８Ａは、全体として、平板状に形成さ
れており、その表面部２１４Ｘ及び裏面部２１４Ｙにそれぞれ異なる演出表示となる描画
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が形成されている。なお、表面部２１４Ｘ及び裏面部２１４Ｙには、ＬＥＤなどの発光体
１７８（図４参照）を設け、発光制御するようにしてもよい。また、演出カード部材２０
８Ａの上辺の端面（上端部）であって上辺の中心部には、上側円板部材２０６に回転可能
に支持される上側軸部２１２が形成されている。この上側軸部２１２は、演出カード部材
２０８Ａの上端部側に取付固定されていてもよいし、上側円板部材２０６側に取付固定さ
れていてもよい。上側軸部２１２が演出カード部材２０８Ａの上端部側に取付固定されて
いる構成では、上側軸部２１２の先端部は、上側円板部材２０６に挿入されて回転可能に
支持される。一方、上側軸部２１２が上側円板部材２０６側に取付固定されている構成で
は、上側軸部２１２の先端部は、演出カード部材２０８Ａの上端部側に挿入されて回転可
能に支持される。
【００５０】
　また、図１０乃至図１２に示すように、演出カード部材２０８Ａの下辺の端面（下端部
）であって下辺の中心部には、後述する下側円板部材（支持部材）２１０に回転可能に支
持される下側軸部（取付軸）２１６が形成されている。この下側軸部２１６は、演出カー
ド部材２０８Ａの下端部側に取付固定されていてもよいし、下側円板部材２１０側に取付
固定されていてもよい。下側軸部２１６が演出カード部材２０８Ａの下端部側に取付固定
されている構成では、下側軸部２１６の先端部は、下側円板部材２１０に挿入されて回転
可能に支持される。一方、下側軸部２１６が下側円板部材２１０側に取付固定されている
構成では、下側軸部２１６の先端部は、演出カード部材２０８Ａの下端部側に挿入されて
回転可能に支持される。
【００５１】
　また、演出カード部材２０８Ａの下辺の端面（下端部）であって下辺の両端部には、ガ
イド軸２１８Ｓ、２１８Ｔがそれぞれ取付固定されている。一方のガイド軸２１８Ｓは、
演出カード部材２０８Ａの回転方向前側に位置するものであり、他方のガイド軸２１８Ｔ
は、演出カード部材２０８Ａの回転方向後側に位置するものである。このガイド軸２１８
Ｓ、２１８Ｔのうち、演出カード部材２０８Ａの回転方向前側と反対側となる回転方向後
側に位置するガイド軸２１８Ｔは、演出カード部材２０８Ａが反転動作するときに、下側
円板部材２１０に形成されたガイド溝（反転案内部）２２０上を案内されるようにして通
過する。
【００５２】
　演出カード部材２０８Ａの下側には、下側円板部材２１０が配置されている。下側円板
部材２１０は、回転軸２０４に固定されており、回転軸２０４の軸回りの回転と共に回転
する。また、下側円板部材２１０には、上述したとおり、３個の演出カード部材２０８Ａ
が軸回転可能に支持されている。すなわち、下側円板部材２１０の円周上の等間隔（開き
角度１２０度）に位置には、演出カード部材２０８Ａを回転可能に支持する下側軸部２１
６が取り付けられている。このため、下側円板部材２１０が回転軸２０４と共に回転軸２
０４の軸回りに回転すると、３個の演出カード部材２０８Ａ、２０８Ｂ、２０８Ｃは、下
側円板部材２１０に支持されているため、下側円板部材２１０の回転と共に回転軸２０４
の軸回りに回転する。また、同時に、３個の演出カード部材２０８Ａ、２０８Ｂ、２０８
Ｃは、下側円板部材２１０の回転とは独立して、下側軸部２１６の軸回りに軸回転するこ
とが可能になる。すなわち、３個の演出カード部材２０８Ａ、２０８Ｂ、２０８Ｃは、下
側円板部材２１０の回転と連動して回転すると共に、下側円板部材２１０の回転とは独立
して下側軸部２１６で軸回転することができる。なお、演出カード部材２０８Ａが３個で
はなく、４個以上の複数の演出カード部材を配置する場合には、演出カード部材の個数に
対応した個数の下側軸部２１６が下側円板部材２１０に設けられる。
【００５３】
　ここで、下側円板部材２１０の表面には、演出カード部材２０８Ａを反転動作させるた
めのガイド溝２２０が形成されている。このガイド溝２２０は、演出カード部材２０８Ａ
と対応する部位に形成されている。ガイド溝２２０は、平面視（図１１及び図１２参照）
にて所定の曲率を描くようにして湾曲状に形成されており、一方側端部２２０Ｘと、他方
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側端部２２０Ｙと、を有している。ガイド溝２２０の一方側端部２２０Ｘ及び他方側端部
２２０Ｙは、下側円板部材２１０の縁部に開放した開口端部となっている。また、ガイド
溝２２０は、下側円板部材２１０に取り付けられた下側軸部２１６の外周を囲むようにし
て形成されている。換言すれば、ガイド溝２２０の一方側端部２２０Ｘは、下側軸部２１
６に関して下側円板部材２１０の円周方向一方側に位置し、ガイド溝２２０の他方側端部
２２０Ｙは、下側軸部２１６に関して下側円板部材２１０の円周方向他方側に位置してい
る。このため、下側軸部２１６は、ガイド溝２２０の一方側端部２２０Ｘと他方側端部２
２０Ｙとの円周方向に沿って中間部に位置している。また、ガイド溝２２０の溝幅方向両
側には、溝を形成するための凸部が設けられており、ガイド溝２２０と下側円板部材２１
０の他の領域とを区画している。
【００５４】
　なお、他のガイド溝２２０についても、上記したガイド溝２２０と同様の構成をしてお
り、また、対応する下側軸部２１６との位置関係も、上記したガイド溝２２０と下側軸部
２１６との位置関係と同様である。
【００５５】
　また、下側円板部材２１０は、下側ケーシング２２２に収容されている。下側ケーシン
グ２２２は、枠部材、遊技盤あるいはセンター役物などに固定されている。
【００５６】
　図６、図７、図８、図１３、図１４及び図１５に示すように、下側ケーシング２２２に
は、演出カード部材２０８Ａが回転軸２０４の軸回りに回転するときに、演出カード部材
２０８Ａの回転移動軌跡を変更させるための移動軌跡変更部材（演出反転部、回転軌道変
更部）２２４が設けられている。
【００５７】
　移動軌跡変更部材２２４は、下側円板部材２１０の外周面と離間して配置され下側円板
部材２１０の外周面との間に所定のスペースを設けるとともに、演出カード部材２０８Ａ
の退避経路２３２を形成する退避経路区画部材２２６と、演出カード部材２０８Ａの回転
移動方向の進路上に配置され退避経路区画部材２２６との間で退避経路２３２を形成する
と共に演出カード部材２０８Ａを当該退避経路２３２に導くための退路経路誘導部材２２
８と、で構成されている。
【００５８】
　退避経路区画部材２２６は、下側円板部材２１０の外周面と離間しているため、下側円
板部材２１０の回転動作に支障を及ぼすことはない。また、退避経路区画部材２２６の径
方向外側に突出した部位には、上記退避経路２３２の外郭を形成する退避部２３０が形成
されている。この退避部２３０には、演出カード部材２０８Ａの回転移動経路２３４から
退避するときに前側のガイド軸２１８Ｓが進入する第１退避経路２３２Ａを形成するため
の第１内壁面２３０Ａと、第１退避経路２３２Ａに退避した前側のガイド軸２１８Ｓを回
転移動経路２３４に戻すための第２退避経路２３２Ｂを形成するための第２内壁面２３０
Ｂと、が形成されている。なお、第１退避経路２３２Ａと第２退避経路２３２Ｂとで、上
記した退避経路２３２が構成されている。
【００５９】
　退避経路誘導部材２２８は、ブロック状に形成されており、回転軸２０４の軸回りに回
転する演出カード部材２０８Ａの回転移動を阻止するものである。また、退避経路誘導部
材２２８には、２つの誘導傾斜面２２８Ａ、２２８Ｂが形成されている。一方の誘導傾斜
面２２８Ａは、退避経路区画部材２２６の第１内壁面２３０Ａとの間で第１退避経路２３
２Ａを区画形成するものである。他方の誘導傾斜面２２８Ｂは、退避経路区画部材２２６
の第２内壁面２３０Ｂとの間で第２退避経路２３２Ｂを区画形成するものである。そして
、一方の誘導傾斜面２２８Ａは、回転移動経路２３４を進行する演出カード部材２０８Ａ
を第１退避経路２３２Ａに誘導するものである。また、他方の誘導傾斜面２２８Ｂは、第
１退避経路２３２Ａに誘導した演出カード部材２０８Ａを再度、回転移動経路２３４に戻
すためのものである。
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【００６０】
　このように、図１３に示すように、表面部２１４Ｘが遊技者側（前面側）に位置し裏面
部２１４Ｙが裏側に位置した演出カード部材２０８Ａが回転軸２０４の軸回りを回転する
と、回転移動経路２３４を進行するが、演出カード部材２０８Ａの回転方向前側に位置す
るガイド軸２１８Ｓが退避経路誘導部材２２８の一方の誘導傾斜面２２８Ａに衝突する。
このとき、回転軸２０４の軸回りの回転が継続されると、演出カード部材２０８Ａは、上
側円板部材２０６及び下側円板部材２１０から回転駆動力が伝達されるため、回転移動し
ようとするが、退避経路誘導部材２２８の一方の誘導傾斜面２２８Ａに回転移動が阻止さ
れる。
【００６１】
　そして、図１４に示すように、演出カード部材２０８Ａの回転方向前側に位置するガイ
ド軸２１８Ｓが一方の誘導傾斜面２２８Ａに誘導されながら、第１退避経路２３２Ａを移
動するとともに、演出カード部材２０８Ａの回転方向後側に位置するガイド軸２１８Ｔが
ガイド溝２２０に沿って移動する。このとき、演出カード部材２０８Ａは、上側軸部２１
２及び下側軸部２１６の軸回りに回転する。これにより、演出カード部材２０８Ａの回転
方向前側に位置するガイド軸２１８Ｓが退避経路区画部材２２６の退避部２３０の先端部
（第１退避経路２３２Ａの先端部）まで進行し、演出カード部材２０８Ａの回転方向後側
に位置するガイド軸２１８Ｔがガイド溝２２０の中央部まで進行する。このときの状態で
は、演出カード部材２０８Ａが上側軸部２１２及び下側軸部２１６の軸回りに約９０度回
転しているため、演出カード部材２０８Ａは、下側円板部材２１０に対して略直交し、下
側円板部材２１０から退避経路区画部材２２６の退避部２３０にかけて跨るようにして配
置されている。
【００６２】
　次に、図１５に示すように、演出カード部材２０８Ａが上側軸部２１２及び下側軸部２
１６の軸回りに約９０度回転した状態で、演出カード部材２０８Ａが回転軸２０４の軸回
りを回転すると、演出カード部材２０８Ａが回転軸２０４からの回転駆動力を受けて、演
出カード部材２０８Ａの回転方向前側に位置するガイド軸２１８Ｓが退避経路誘導部材２
２８の他方の誘導傾斜面２２８Ｂに誘導されながら第２退避経路２３２Ｂを進行し、演出
カード部材２０８Ａの回転方向後側に位置するガイド軸２１８Ｔがガイド溝２２０を進行
する。これにより、演出カード部材２０８Ａは、回転移動経路２３４に戻りながら、上側
軸部２１２及び下側軸部２１６の軸回りに回転する。そして、演出カード部材２０８Ａの
後側のガイド軸２１８Ｔが回転移動経路２３４に戻った時点で、演出カード部材２０８Ａ
は、上側軸部２１２及び下側軸部２１６の軸回りをさらに約９０度回転し終える。この結
果、演出カード部材２０８Ａは、第１退避経路２３２Ａに進入する前の状態から、上側軸
部２１２及び下側軸部２１６の軸回りを約１８０度回転したことになり、反転動作したこ
とになる。このため、演出カード部材２０８Ａの表面部２１４Ｘと裏面部２１４Ｙとが入
れ替わり、裏面部２１４Ｙが遊技者側（前面側）に位置して遊技者に視認可能になり、表
面部２１４Ｘが裏側に位置して遊技者に視認不可能になる。
【００６３】
　なお、「演出反転部」及び「回転軌道変更部」とは、上記した退避経路区画部材２２６
と上記した退路経路誘導部材２２８とを有する移動軌跡変更部材２２４を含んだ包括的な
概念である。
【００６４】
　次に、パチンコ機１０を構成する電子制御装置について説明する。
【００６５】
　図３及び図４に示すように、電子制御装置は、主制御基板１０２と、払出制御基板１０
４と、サブ制御基板１０６と、発射制御基板１０８と、を備えている。
【００６６】
　主制御基板１０２は、ＣＰＵ１０２Ａと、ＲＯＭ１０２Ｂと、を備えている。主制御基
板１０２のＣＰＵ１０２Ａは、ＲＯＭ１０２Ｂに記憶されたデータに基づいて、始動口ソ
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レノイド１３０、大入賞口ソレノイド１３２、識別図柄表示装置１３４及びサブ制御基板
１０６をそれぞれ制御する。また、主制御基板１０２のＣＰＵ１０２Ａは、遊技全体を司
り主として当否判定などの遊技状態を判断するものである。
【００６７】
　特に、ＣＰＵ１０２Ａは、始動口５６Ｂへの遊技球の入球を契機として、大当り抽選処
理（特別遊技抽選処理）を実行し、任意の乱数（特別図柄当否判定乱数）を用いて当否を
判定する機能を備えている。また、特別図柄の当否判定の実行に伴って、ＣＰＵ１０２Ａ
は、特別図柄（識別図柄）の変動パターン（変動時間）を決定する機能も備えている。
【００６８】
　この識別図柄の変動パターンは、演出図柄表示装置６２に表示される各演出図柄の演出
パターン（遊技演出）に対応するもので、ＣＰＵ１０２Ａが行う「識別図柄の変動パター
ンの決定」は、「演出図柄の演出パターン（遊技演出）の決定」に相当する。そして、特
別図柄（識別図柄）の変動パターン（演出図柄の演出パターン）が決定されると、７セグ
メント表示器７０で特別図柄（識別図柄）の変動表示が開始されるとともに、演出図柄表
示装置６２で演出図柄の変動表示が開始され、決定された変動パターンにより特定される
変動時間が経過すると、特別図柄および演出図柄が停止表示され、その停止表示された演
出図柄の図柄組み合わせ態様により、特別図柄の当否判定結果（大当り抽選結果）が遊技
者に報知される。なお、演出図柄表示装置６２は、遊技盤２６の表面（盤面）略中央に、
遊技者の視野に入り易い状態で配置される。一方、７セグメント表示器７０は、遊技盤２
６の表面（盤面）の端部（本実施形態では盤面左側端部）に、遊技者の視野に入り難い状
態で配置される。このことから、遊技者は演出図柄表示装置６２の表示内容に注目して遊
技を行うのが一般的である。
【００６９】
　そして、ＣＰＵ１０２Ａは、上述した演出図柄の変動表示及び停止表示の制御を行うサ
ブ制御基板１０６、及び遊技盤面に設けられた各種入賞口に遊技球が入球することで発生
する賞球の払い出し制御を行う払出制御基板１０４を直接的に制御する。また、主制御基
板１０２のＣＰＵ１０２Ａは、演出表示基板１１０、アンプ基板１１２、装飾駆動基板１
１４及び演出ボタン基板１１６をサブ制御基板１０６を介して間接的に制御する。
【００７０】
　主制御基板１０２のＲＯＭ１０２Ｂには、ＣＰＵ１０２Ａにより実行される遊技全体の
制御を実現するためのプログラムが記憶されている。
【００７１】
　主制御基板１０２は、中継端子板１１８を介して、始動口スイッチ１２０と、大入賞口
スイッチ１２２と、ゲートスイッチ１２４と、カウントスイッチ１２６と、にそれぞれ電
気的に接続されている。
【００７２】
　主制御基板１０２は、中継端子板１２８を介して、始動口ソレノイド１３０と、大入賞
口ソレノイド１３２と、識別図柄表示装置１３４と、にそれぞれ電気的に接続されている
。なお、７セグ表示基板６８は、識別図柄表示装置１３４の一実施形態である。
【００７３】
　払出制御基板１０４は、中継端子板１３６を介して、ガラス枠スイッチ１３８と、外部
タンクスイッチ１４０と、タンクスイッチ１４２と、にそれぞれ電気的に接続されている
。また、払出制御基板１０４は、中継端子板１４４を介して、エラーＬＥＤ１４６に電気
的に接続されている。また、払出制御基板１０４は、下皿満タンスイッチ１４８に電気的
に接続されている。また、払出制御基板１０４は、中継端子板１５０を介して、球貸表示
基板１５２と、球貸装置（ＣＲユニット）１５４と、にそれぞれ電気的に接続されている
。
【００７４】
　なお、球貸表示基板１５２には、球貸スイッチ１５６と、返却スイッチ１５８と、がそ
れぞれ電気的に接続されている。また、払出制御基板１０４は、中継端子板１６０を介し
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て、払出モータ１６２を備えた払出装置１６１と払出スイッチ１６４とにそれぞれ電気的
に接続されている。さらに、払出制御基板１０４は、主制御基板１０２と発射制御基板１
０８とにそれぞれ電気的に接続されている。
【００７５】
　図３及び図４に示すように、サブ制御基板１０６は、演出表示基板１１０と、アンプ基
板１１２と、装飾駆動基板１１４と、演出ボタン基板１１６と、にそれぞれ電気的に接続
されている。
【００７６】
　サブ制御基板１０６は、主制御基板１０２からの制御信号に基づいて遊技の演出の制御
を司るものである。また、サブ制御基板１０６は、ＣＰＵ１０６Ａと、ＲＯＭ１０６Ｂと
、を備えている。
【００７７】
　サブ制御基板１０６のＣＰＵ１０６Ａは、主制御基板１０２からの制御信号を受けて演
出表示基板１１０、アンプ基板１１２、装飾駆動基板１１４及び演出ボタン基板１１６な
どの各基板を制御する。
【００７８】
　ＲＯＭ１０６Ｂには、各基板の制御に必要なデータ（特に遊技の装飾に関する情報）が
記憶されている。
【００７９】
　図４に示すように、演出表示基板１１０には、演出表示装置１６６（６２）と、演出表
示ＲＯＭ１６８と、がそれぞれ電気的に接続されている。この演出表示ＲＯＭ１６８には
、演出図柄表示装置６２に変動表示及び停止表示される演出図柄のデータ（画像データ）
が記憶されている。なお、演出図柄表示装置６２は、演出表示装置１６６の一実施形態で
ある。
【００８０】
　アンプ基板１１２には、所定の効果音を出力する各種スピーカ１７０（４８）が電気的
に接続されている。なお、サブスピーカ４８は、各種スピーカ１７０の一実施形態である
。
【００８１】
　装飾駆動基板１１４には、各種ＬＥＤ・ランプ１７２（６６）と、駆動モータ１７６と
、発光体１７８と、が電気的に接続されている。また、装飾駆動基板１１４は、サブ制御
基板１０６からの制御信号を受けて、発光体１７８及び各種ＬＥＤ・ランプ１７２（６６
）の発光制御を実行し、遊技の装飾に関する制御を行うものである。また、装飾駆動基板
１１４は、サブ制御基板１０６からの制御信号を受けて、駆動モータ１７６を駆動制御す
る。また、装飾駆動基板１１４のＲＯＭ１１５を備えている。ＲＯＭ１１５には、遊技状
態（例えば、遊技者にとって有利な遊技となる大当り遊技や、遊技者が大当り遊技を期待
するリーチ遊技などの状態）に対応させて発光体１７８が発光するための発光パターンの
プログラムが記憶されている。また、ＲＯＭ１１５には、遊技状態（例えば、遊技者にと
って有利な遊技となる大当り遊技や、遊技者が大当り遊技を期待するリーチ遊技などの状
態）に対応させて演出カード部材２０８Ａ、２０８Ｂ、２０８Ｃが回転移動するように駆
動モータ１７６を制御するためのプログラムが記憶されている。また、演出ボタン基板１
１６には、操作スイッチ１７４（４０）が電気的に接続されている。なお、ランプ類６６
は、各種ＬＥＤ・ランプ１７２の一実施形態である。また、演出ボタン４０は、操作スイ
ッチ１７４の一実施形態である。
【００８２】
　次に、本発明の第１実施形態のパチンコ機の作用及び効果について説明する。
　なお、以下の作用・効果の説明では、３個の演出カード部材２０８Ａ、２０８Ｂ、２０
８Ｃのうち、１個の演出カード部材２０８Ａを例にとり、説明する。他の演出カード部材
２０８Ｂ、２０８Ｃの作用・効果については、演出カード部材２０８Ａの作用・効果と同
様であるため、説明を省略する。
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【００８３】
　特定の遊技状態（遊技者にとって賞球払い数が多くなるなどの有利な遊技状態、例えば
、大当り遊技、リーチ遊技など）が成立した場合には、装飾駆動基板１１４から駆動モー
タ１７６に対して駆動を指示するための制御信号が出力される。また、飾駆動基板１１４
から発光体１７８に対して発光を指示するための制御信号が出力される。なお、遊技状態
を決定するための抽選処理は、主制御基板１０２による乱数の取得により実行されるが、
かかる抽選処理は、従来から周知慣用の技術であるため、詳細な説明は省略する。
【００８４】
　装飾駆動基板１１４からの制御信号を受けて駆動モータ１７６が駆動すると、回転軸２
０４が軸回りに回転する。回転軸２０４が軸回りに回転すると、上側円板部材２０６及び
下側円板部材２１０が回転軸２０４と共に軸回りに回転する。これにより、上側円板部材
２０６及び下側円板部材２１０に回転可能に支持されている演出カード部材２０８Ａに回
転軸２０４の回転駆動力が伝達され、演出カード部材２０８Ａが円周方向に沿って回転移
動経路２３４上を移動する。これにより、遊技者は、演出カード部材２０８Ａの表面部２
１４Ｘに表示された演出表示（所定のキャラクタ）を視認することができる。
【００８５】
　図１３に示すように、演出カード部材２０８Ａが円周方向に沿って回転移動経路２３４
上を移動していくと、演出カード部材２０８Ａの回転方向前側に位置するガイド軸２１８
Ｓが退避経路誘導部材２２８の一方の誘導傾斜面２２８Ａに衝突する。このときも、駆動
モータ１７６が駆動され続けるため、回転軸２０４の軸回りの回転が継続される。これに
より、演出カード部材２０８Ａは、退避経路誘導部材２２８に衝突した状態で、上側円板
部材２０６から回転駆動力が伝達されるため、回転方向前側のガイド軸２１８Ｓが避経路
誘導部材２２８の一方の誘導傾斜面２２８Ａによって径方向外側に逃がされる。この結果
、図１４に示すように、演出カード部材２０８Ａの回転方向前側のガイド軸２１８Ｓが一
方の誘導傾斜面２２８Ａに沿って第１退避経路２３２Ａに導かれ、演出カード部材２０８
Ａが第１退避経路２３２Ａ上を径方向外側に向かって移動していく。このように、回転軸
２０４の回転駆動力は、避経路誘導部材２２８によって径方向外側に向かう力に変換され
る。これにより、演出カード部材２０８Ａの上側軸部２１２及び下側軸部２１６の軸回り
に軸回転する力が発生する。
【００８６】
　図１４に示すように、演出カード部材２０８Ａの上側軸部２１２及び下側軸部２１６の
軸回りに軸回転する力が発生すると、演出カード部材２０８Ａの回転方向後側に位置する
ガイド軸２１８Ｔがガイド溝２２０に進入する。そして、演出カード部材２０８Ａの上側
軸部２１２及び下側軸部２１６の軸回りに軸回転していくと、演出カード部材２０８Ａに
は、回転軸２０４から作用する回転方向に向う回転駆動力と、演出カード部材２０８Ａの
上側軸部２１２及び下側軸部２１６の軸回りの軸回転力と、が同時に作用している力学状
態になる。これにより、演出カード部材２０８Ａの回転方向前側に位置するガイド軸２１
８Ｓが第１退避経路２３２Ａを移動していくとともに、演出カード部材２０８Ａの回転方
向後側に位置するガイド軸２１８Ｔがガイド溝２２０の一方側端部２２０Ｘから進入して
ガイド溝２２０上を移動していく。そして、演出カード部材２０８Ａの上側軸部２１２及
び下側軸部２１６の軸回りに約９０度回転したときに、演出カード部材２０８Ａの回転方
向前側に位置するガイド軸２１８Ｓが第１退避経路２３２Ａの先端部近傍に位置し、演出
カード部材２０８Ａの回転方向後側に位置するガイド軸２１８Ｔがガイド溝２２０の略中
央部に位置するようになる。この状態では、演出カード部材２０８Ａは、下側円板部材２
１０及び上側円板部材２０６に対して略直交し、下側円板部材２１０から退避経路区画部
材２２６の退避部２３０にかけて跨るようにして配置される。また、この状態では、演出
カード部材２０８Ａの先端部側が遊技者側に向いているため、表面部２１４Ｘと裏面部２
１４Ｙに描かれた演出表示は、遊技者に視認不可能あるいは視認困難な状態になる。
【００８７】
　次に、図１５に示すように、演出カード部材２０８Ａが上側軸部２１２及び下側軸部２
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１６の軸回りに約９０度回転した状態で、演出カード部材２０８Ａが回転軸２０４の軸回
りの回転を継続すると、演出カード部材２０８Ａが回転軸２０４からの回転駆動力を受け
続ける。しかしながら、演出カード部材２０８Ａの回転方向前側のガイド軸２１８Ｓが第
１退避経路２３２Ａの先端部で行き止まり状態となるため、演出カード部材２０８Ａに対
して作用する回転軸２０４からの回転駆動力が演出カード部材２０８Ａの上側軸部２１２
と下側軸部２１６の軸回りの回転力に変換される。これにより、演出カード部材２０８Ａ
の回転方向後側に位置するガイド軸２１８Ｔがさらにガイド溝２２０を進む。また同時に
、演出カード部材２０８Ａが回転軸２０４の軸回りに回転移動しようとするため、回転方
向前側に位置するガイド軸２１８Ｓは、第２退避経路２３２Ｂを回転移動経路２３４側に
向って移動する。そして、最終的に、演出カード部材２０８Ａの回転方向後側に位置する
ガイド軸２１８Ｔがさらにガイド溝２２０を移動して他方側端部２２０Ｙに至り、ガイド
溝２２０を通り抜ける。演出カード部材２０８Ａの回転方向後側に位置するガイド軸２１
８Ｔがガイド溝２２０の他方側端部を通過した時点で、演出カード部材２０８Ａの回転方
向前側に位置するガイド軸２１８Ｓが回転移動経路２３４上に位置することになる。なお
、このとき、演出カード部材２０８Ａは、さらに約９０度だけ上側軸部２１２と下側軸部
２１６の軸回りに回転した状態になっている。
【００８８】
　以上のように、図１５に示すように、演出カード部材２０８Ａの回転方向後側に位置す
るガイド軸２１８Ｔがガイド溝２２０の一方側端部２２０Ｘに進入する直前を基準として
、演出カード部材２０８Ａの回転方向後側に位置するガイド軸２１８Ｔがガイド溝２２０
の他方側端部２２０Ｙを通過した時点において、演出カード部材２０８Ａは、上側軸部２
１２と下側軸部２１６の軸回りに約１８０度だけ回転したことになる。この結果、演出カ
ード部材２０８Ａは、反転動作した状態になり、その裏面部２１４Ｙが前面側（遊技者側
）に位置し、表面部２１４Ｘが裏面側（遊技者側と反対側）に位置することになる。この
ようにして、演出カード部材２０８Ａの表面部２１４Ｘと裏面部２１４Ｙとが入れ替わり
、裏面部２１４Ｙが遊技者側（前面側）に位置して遊技者に視認可能になり、表面部２１
４Ｘが裏側に位置して遊技者に視認不可能になる。
【００８９】
　なお、演出カード部材２０８Ａが反転動作した状態、すなわち、演出カード部材２０８
Ａの裏面部２１４Ｙが遊技者側（前面側）に位置し、表面部２１４Ｘが裏側に位置した状
態で、演出カード部材２０８Ａが回転移動経路２３４上を移動する。そして、回転移動経
路２３４を１周（１回転）すると、再度、上述した退避経路区画部材２２６及び退避経路
誘導部材２２８の作用により、演出カード部材２０８Ａが反転動作されて、表面部２１４
Ｘが遊技者側（前面側）に位置し、表面部２１４Ｘが遊技者側と反対側（裏面側）に位置
することになる。このような演出カード部材２０８Ａの反転動作が回転移動経路２３４を
１回転する度に繰り返される。
【００９０】
　また、演出カード部材２０８Ａの表面部２１４Ｘ及び裏面部２１４Ｙには、複数の発光
体１７８（図４参照）が設けられており、装飾駆動基板１１４により所定の発光パターン
に基づいて発光制御されている。これにより、演出カード部材２０８Ａの表面部２１４Ｘ
及び裏面部２１４Ｙに描かれた演出表示の演出と発光体１７８の発光による演出とが有機
的に統一されて、遊技演出を向上させる。
【００９１】
　第１実施形態によれば、１個の演出カード部材２０８Ａに対して表面部２１４Ｘと裏面
部２１４Ｙの２つの演出表示を表現することができる。また、演出カード部材２０８Ａは
、３個存在するので、合計６種類の演出表示を実行することができる。そして、各演出カ
ード部材２０８Ａ、２０８Ｂ、２０８Ｃは、回転軸２０４の軸回りに回転移動すると同時
に、上側軸部２１２と下側軸部２１６の軸回りに軸回転するため、演出カード部材２０８
Ａの回転軸２０４の軸回りの回転動作と、上側軸部２１２及び下側軸部２１６の軸回りの
反転動作と、の２つの回転動作を実現することができる。この結果、演出カード部材２０
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８Ａ、２０８Ｂ、２０８Ｃの回転動作に斬新性を与えることができるとともに、１個の演
出カード部材２０８Ａの演出表示の種類が増加することにより、演出役物２００により遊
技演出効果を高めることができる。これにより、演出役物２００の構成を大型化すること
なく、また、演出役物２００の設置スペースを広げることなく、限られたスペースで、遊
技性を格段に向上させることができる。
【００９２】
　次に、本発明の第２実施形態に係るパチンコ機について説明する。
　なお、第１実施形態に係るパチンコ機の構成と重複する構成には同じ符号を付し、その
説明を省略する。
【００９３】
　図１６及び図１７に示すように、第２実施形態は、退避経路誘導部材２２８が退避経路
区画部材２２６の退避部２３０側に移動可能となるように設けられている。具体的には、
退避経路誘導部材２２８には、ソレノイドなどの駆動機構１８０が取り付けられており、
駆動機構１８０により退避経路誘導部材２２８が退避経路区画部材２２６の退避部２３０
側に移動可能に構成されている。ソレノイドは、従来から知られているものであり、自身
の伸縮作用により退避経路誘導部材２２８を移動可能にする。このため、退避経路誘導部
材２２８は、演出カード部材２０８Ａの回転移動経路２３４上に位置する第１ポジション
と、退避経路区画部材２２６の退避部２３０側に移動して演出カード部材２０８Ａの回転
移動経路２３４上から退避している第２ポジションと、の２つのポジションをとることが
可能になる。
【００９４】
　駆動機構１８０は、装飾駆動基板１１４により駆動制御される。また、装飾駆動基板１
１４のＲＯＭ１１５には、駆動機構１８０を駆動させるための動作プログラムが記憶され
ている。具体的には、図１７に示すように、駆動機構１８０の動作プログラムは、賞球数
が増加する大当り遊技や大当り遊技に当選するリーチ遊技などのように遊技者に有利とな
る第１特別遊技状態のときには、演出カード部材２０８Ａが回転移動経路２３４上（第１
ポジジョン）に位置し、大当り遊技に当選しないリーチ遊技や時短遊技などのように遊技
者に特別有利にならないが通常遊技よりは期待できる第２特別遊技状態のときには、演出
カード部材２０８Ａが退避部２３０側（第２ポジション）に移動して回転移動経路２３４
上には位置していないように制御される。このときの回転軸２０４の回転駆動は、例えば
、大当りの当選確率が低いままの通常遊技の状態では、回転軸２０４が回転せず、上記第
１特別遊技状態及び第２特別遊技状態の場合に、回転軸２０４が回転駆動するように装飾
駆動基板１１４により駆動モータ１７６が駆動制御される。なお、退避経路誘導部材２２
８の初期位置（大当りの当選確率が低いままの通常遊技の状態での位置）は、演出カード
部材２０８Ａの回転移動経路２３４上に位置する第１ポジションでもよいし、あるいは、
退避経路区画部材２２６の退避部２３０側に移動して演出カード部材２０８Ａの回転移動
経路２３４上から退避している第２ポジションでもよい。なお、以下の作用・効果の説明
では、退避経路誘導部材２２８の初期位置（大当りの当選確率が低いままの通常遊技の状
態での位置）が演出カード部材２０８Ａの回転移動経路２３４上に位置する第１ポジショ
ンである場合を基準にして説明する。
【００９５】
　第２実施形態によれば、大当りの当選確率が低いままの通常遊技の状態では、回転軸２
０４が軸回りに回転されず、演出カード部材２０８Ａが停止している状態となる。
【００９６】
　そして、図１７乃至図２０に示すように、大当り遊技に当選しないリーチ遊技や時短遊
技などのように遊技者に特別有利にならないが通常遊技よりは期待できる第２特別遊技状
態のときには、装飾駆動基板１１４により駆動機構１８０が駆動制御されて、退避経路誘
導部材２２８が第１ポジションから第２ポジションに移動する。これにより、回転移動経
路２３４上に位置していた退避経路誘導部材２２８が退避部２３０側に移動して、回転移
動経路２３４上から退避する。また同時に、第２特別遊技状態では、装飾駆動基板１１４



(17) JP 5029848 B2 2012.9.19

10

20

30

40

50

により駆動モータ１７６が駆動制御されて、回転軸２０４が軸回りに回転する。これによ
り、演出カード部材２０８Ａが回転移動経路２３４上を移動する。ここで、演出カード部
材２０８Ａが回転移動経路２３４上を移動するが、回転移動経路２３４上に退避経路誘導
部材２２８が位置していないので、退避経路誘導部材２２８が演出カード部材２０８Ａの
回転移動の障害にならず、演出カード部材２０８Ａは、回転軸２０４の回転移動が停止す
るまでの間、回転移動経路２３４上を移動し続ける。すなわち、演出カード部材２０８Ａ
のガイド軸２１８Ｔがガイド溝２２０に進入することはなく、演出カード部材２０８Ａは
、反転動作することはない。これにより、遊技者は、演出カード部材２０８Ａの表面部２
１４Ｘを視認することができるため、３個の演出カード部材２０８Ａ、２０８Ｂ、２０８
Ｃの表面部２１４Ｘに表示された合計３種類の演出表示を楽しむことができる。
【００９７】
　ここで、図１７、図２１、図２２、図２３に示すように、賞球数が増加する大当り遊技
や大当り遊技に当選するリーチ遊技などのように遊技者に有利となる第１特別遊技状態に
なったときには、装飾駆動基板１１４により駆動機構１８０が駆動制御されて、退避経路
誘導部材２２８が第２ポジションから第１ポジションに移動する。これにより、回転移動
経路２３４上から退避していた退避経路誘導部材２２８が回転移動経路２３４上に移動す
ることになる。また同時に、第１特別遊技状態では、装飾駆動基板１１４により駆動モー
タ１７６が駆動制御されて、回転軸２０４が軸回りに回転する。これにより、演出カード
部材２０８Ａが回転移動経路２３４上を移動する。ここで、演出カード部材２０８Ａが回
転移動経路２３４上を移動するが、回転移動経路２３４上に退避経路誘導部材２２８が位
置しているので、退避経路誘導部材２２８が演出カード部材２０８Ａの回転移動の障害に
なり、演出カード部材２０８Ａは、やがて退避経路誘導部材２２８に接触して回転移動が
阻止される。そして、回転軸２０４の軸回りの回転駆動を継続すると、第１実施形態で示
した作用と同様の作用を経て、演出カード部材２０８Ａが反転動作する。これにより、演
出カード部材２０８Ａの裏面部２１４Ｙが前面側（遊技者側）に位置し、表面部２１４Ｘ
が裏面側（遊技者側と反対側）に位置することになる。このため、１つの演出カード部材
２０８Ａが回転軸２０４の軸回りを１回転する度に表面部２１４Ｘと裏面部２１４Ｙとが
交互に表れ、遊技者に視認可能になる。そして、演出カード部材２０８Ａは、合計３個存
在するため、それぞれの演出カード部材２０８Ａの表面部２１４Ｘと裏面部２１４Ｙとが
交互に入れ替わり、合計６種類の演出表示を視認することができる。
【００９８】
　以上のように、遊技状態に合わせて、退避経路誘導部材２２８のポジジョンを第１ポジ
ジョンと第２ポジションとの間で切り替え制御することにより、遊技者に視認可能となる
演出表示の種類を増減させることができる。この結果、遊技演出の幅を広めることができ
、また、演出カード部材２０８Ａの動作及び演出によって遊技状態を予想することもでき
るため、遊技性を一層高めることができる。
【００９９】
　なお、上記第１特別遊技状態が終了して通常遊技状態に変化すると、装飾駆動基板１１
４により機構モータ１７６の駆動が停止され、回転軸２０４の軸回りの回転が停止する。
これにより、停止した状態で前側（遊技者側）に位置する演出カード部材２０８Ａの表面
部２１４Ｘ（裏面部２１４Ｙ）のみが遊技者に視認される。
【０１００】
　一方、上記第１特別遊技状態が終了して上記第２特別遊技状態に変化すると、回転軸２
０４の軸回りの回転は継続されるとともに、装飾駆動基板１１４により駆動機構１８０が
駆動制御されて退避経路誘導部材２２８が第１ポジジョンから第２ポジジョンに移動する
。これにより、退避経路誘導部材２２８が回転移動経路２３４上に位置することがなくな
るため、演出カード部材２０８Ａの回転移動に支障が発生せず、演出カード部材２０８Ａ
の回転移動がそのまま継続する。これにより、遊技者は、反転動作しない演出カード部材
２０８Ａの表面部２１４Ｘ又は裏面部２１４Ｙのいずれか一方のみの演出表示を楽しむこ
とができる。
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【０１０１】
　なお、発光体１７８の発光パターンについては、第１特別遊技状態、第２特別遊技状態
、通常遊技状態でそれぞれ異なっており、現在実行されている遊技状態に応じた発光パタ
ーンに基づいて装飾駆動基板１１４により発光制御が実行される。
【符号の説明】
【０１０２】
１０　　　パチンコ機（遊技機）
２００　　演出役物
２０４　　回転軸
２０６　　上側円板部材（支持部材）
２０８Ａ、２０８Ｂ、２０８Ｃ　演出カード部材（演出表示部）
２１０　　下側円板部材（支持部材）
２１２　　上側軸部（取付軸）
２１６　　下側軸部（取付軸）
２２０　　ガイド溝（反転案内部）
２２４　　移動軌跡変更部材（演出反転部、回転軌道変更部）
 

【図１】 【図２】
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